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利
潤
分
配
制
度
論

気』

賀

潟j

:遊

ー-.、

序

言命

所
鵡
産
業
革
命
の
気
運
一
一
世
を
風
燦
じ
℃
生
産
の
組
織
吉
一
一
捜
し
、
労
働
者
f
乙
企
業
家
の
地
位

愈
t

踊
絡
し
て
雨
者
の
嫉
視
札
機
漸
〈
盛
な
ら
ん
と
す
る
に
及
び
、
事
者
経
世
家
の
抑
制
ち
℃
之
が

調
和
の
策
を
織
と
、
常
局
企
業
家
及
び
、
労
働
者
の
之
、
が
救
済
策
を
資
施
せ
ん
と
試
み
た
る
者
誌

だ
少
な
し
と
せ
、
ず
。
従
で
助
等
各
方
面
の
瓜
惣
家
及
び
資
際
家
の
立
案
し
附
脚
光
資
験
し
た
る

手
段
方
浅
は
亦
決
し
℃
少
な
か
ら
町
、
口
る
な
り
。
然
が
も
経
勝
政
策
上
の
目
的
は
似
し
℃
…
例

の
施
策
以
℃
完
全
に
之
を
迭
し
得
可
き
も
の
に
非
、
ず
、
多
く
は
幾
多
の
施
設
を
併
せ
行
ふ
に
依

企

業

家

樹

持

働

者

聞

の

調

和

問

題

の

如

き

も

亦

t
p
℃
初
℃
英
幾
分
を
ゆ
時
も
得
る
の
常
な

9
0

正
に
泌
総
を
出
で
ず
。
之
が
解
決
の
潟
に
策
せ
ら
れ
た
る
幾
多
の
方
集
は
何
れ
も
多
・
少
の
短

所
あ
る
を
捻
れ
な
る
之
共
に
又
多
少
の
長
所
を
共
へ
、
何
れ
も
多
少
英
解
決
に
資
す
る
の
質
わ

同
日
比
に
於
て
か
杏
入
は
助
等
各
都
の
方
策
の
長
所
短
所
乞
精
査
し
℃
自
民
所
の
利
用
し
得
可

b 
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利
潤
一
分
間
制
皮
論

き
場
令
に
は

at之
が
寅
施
促
諮
を
一
謀
る

'ι
共
に
、
鋭
所
の
一
弊
害
の
若
し
合
場
合
に
は
勉
め
て
之

資
本
労
働
調
和
の
策
と
し
℃
¥
爾
来
阪
に
久
し
く
一
部

-・・A‘
刷..... 

・・4、
砂同司.

-品

切蜘四回‘

乞
拾
っ
る
の
策
に
出
で
な
る
可
ら
ず
。

の
理
論
家
及
び
資
際
家
の
渦
仰
乞
博
し
、
我
一
批
命
日
比
於
け
る
世
人
の
同
情
亦
決
し
℃
少
な
か
ら

-、 r-'c・、

九
ぶ
る
利
潤
分
配
の
制
践
に
闘
し
℃
、
五
日
人
が
兆
に
少
し
く
共
性
質
及
び
数
悦
加
を
序
説

Lj英
蛍

否

と
利
害
之
を
論
議
せ
ん
之
す
る
も
の
は
皐
兎
有
志
家
の
此
採
長
拾
一
奴
の
一
端
に
資
せ
ん
之
す

る
に
外
な
ら
な
る
な

b
。

m民

リ
々
は
叶
m
k
角

蛍
A
1
の
経
済
批
曾
に
於
て
患
に
利
潤
と
一
%
へ
ば
所
総
企
業
利
潤
邸
ち
企
業
の
経

‘-‘ 
-"・、

A
a

・
山
下

後
よ

b
住
ず
る
利
測
を
お
稀
す
る
を
山
首
と
し
、
稲
し
℃
此
利
潤
は
企
業
行
潟
の
報
酬
之
し
℃
漣

例

企

業

家

に

締

す

る

も

の

な

b
。

お
該
企
業
の
危
険
を
分
携
す
る
の
地
位
に
在
る
者
に
列
な
ら
ず
。

は
資
本
『
乙
務
方
之
を
提
供
し
、
利
金
損
失
の
責
任
を
共
ぷ
し
℃
企
業
を
設
立
経
緯
す
る
時
は

ω

放

に

此

利

潤

の

分

配

に

興

る

者

は

企

業

家

と

し

て

直

談

に

e-Rr日開

口
s
l
t
Fト十れ

ベ

多

数

人

聯

合

し

て

資

本

叉

ち
英
利
潤
は
此
等
・
の
み
接
加
企
業
家
の
問
に
分
配
せ
ら
る
〉
な

b
o
株
主
に
謝
す
る
株
式
命
日
枇

の
利
益
配
皆
、
各
組
組
合
員
に
濁
す
る
組
合
事
業
の
利
益
分
配
の
如
お
ー
い
郎
ち
是
な

b
o

曙
掴

2ま
を

は
て
此
仰
に
単
に
和
制
閥
抗
何
回
E

乙
一
お
ふ
時
は
世
人
哉
は
防
越
の
利
益
配
皆
川
蛸
附
言
す
れ
ば
企
業
家
間

に

於

け

る

企

業

刺

潤

の

配

分

な

意

味

す

る

も

の

と

併

科

す

る

の

士

な

B
に

非

診

る

可

し

。

比

秘
の
利
盆
配
蛍
も
亦
正
一
に
利
潤
分
配
の
一
様
に
し
℃
歪
常
の
解
粋
た
る
を
失
は
ず
と
蛾
も
、
現

ム
ー
の
経
済
政
策
上
普
池
に
腕
部
利
潤
分
配
の
制
度
な
る
も
の
は
新
る
企
業
容
加
者
間
に
於
け

る
利
議
分
配
の
制
度
に
非
ず
、
企
業
家
の
使
役
せ
る
使
用
人
郎
ち
高
級
下
級
の
事
務
員
及
び
妙

郎

ち

企

業

家

mmω

滋
b
b

し
℃
蛍
該
企
業
の
利
潤
分
間
に
か
一
加
せ
し
な
る
の
制
度
を
云

λ
な
り
。

の
ソ
職
H

げ
な

3
被

術

者

を

し

℃

企

業

利

潤

の

一

部

分

を

牧

得

す

る

を

符

せ

し

む

る

二

織

の

持

銀

制
度
に
外
な
、
b
ず
し
℃
、
此
一
制
度
に
操
る
時
は
被
傭
者
は
給
料
、
日
給
裳
他
の
労
銀
?
乙
し
て
…
中
日

企

業

家

よ

b
給

興

せ

ら

る

〉

通

常

の

第

銀

の

外

に

備

は

企

業

家

の

利

問

中

よ

b
一
一
艇
の
報
酬

す
ど
享
受
す
る
乙
と

ι潟
り
、
而
し
℃
共
享
受
す
可
き
報
酬
の
秘
類
及
び
量
級
は
諌
め
一
定
せ
る

規
定
印
ち
企
業
家
及
び
枇
労
働
者
を
拘
束
す
可
き
労
働
契
・
約
の
性
質
を
有
す
る
一
秘
の
規
定
に

ル朕

A
P

℃
体
せ
、
b
る
〉
も
の
な

b
。

新

く

て

品

規

定

に

依

b
企

業

利

潤

の

一

定

容

は

年

々

英

被

51 

術
…
捗
働
者
の
問
に
分
配
せ
ら
れ
、
各
被
傭
潜
に
潤
す
る
分
配
の
方
法
も
亦
一
定
せ
る
計
鋒
訟
に

要

す

る

に

絵

律

上

よ

b
制
御
る
も
郷
た
又
経
済
上
よ

b
一
お
よ
も
企
業
家

一一一日一一一一

統
一
℃
行
一
は
る
〉
な

b
。

別

潤

分

臨

制

限

論
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別
相
側
分
間
制
践
し
?

た

る

の

資

格

な

き

人

士

乞

し

て

線

利

2・
し
℃
企
業
利
潤
の
分
配
に
選
加
す
る
を
得
せ
し
ひ
る

の
一
一
事
は
正
に

mm
制
の
特
色
に
し
℃
、
品
特
色
乙
そ
資
比
此
制
度
を
し
℃
爾
僚
の
利
潤
分
配
又

一一一ニ凶

は

労

銀

制

度
tι

異

な

ら

し
h
u

る
唯
一

の

特

徴

た

る

な

れ

。

然

れ

ば

世

間

普

過

に

此

制

度

を

総

し
て
利
潤
品
川
配
又
は
利
金
分
配

'ι
呼
大
の
山
市
な
れ

E
も
、
酒
切
に
英
性
質
を
表
明
せ
ん
が
潟
に

は

利

潤

盛

加

な

る

名

郡

乙

そ

惟

λ
に
最
も
趨
蛍
の
鮮
な
る
可
く
、
英
闘
に
於
℃

M
J
o
F
ω
V
P
E
ω
I
ζ

一
高
び
、
加
側
逸
に
於
℃

感

覚

此

意

義

に

外

な

ら

診

る

な

b
。

依
目
冠
制
附
之
、
此
制
皮
の
下
に
於
け
る
各
秘
の
使
知
人
は
何
れ
も
嘗
該
企
業
の
一
穂
の
組
合
員
允

る
の
朕
ゐ

b
、
従
℃
薬
企
業
は
一
一
種
の
組
合
宅
企
業
た
る
の
観
な
き
に
非
ず
『
乙
蛾
も
、
然
、
が
も
ぬ
等

の
ぬ
乱
ロ
ロ
ヴ
O
任
。
門
戸
内
包
括
偽
闘
に
於
て

M
V
母
子
比
)
勺
別
式
C

ロ
M
H
H
M
M

ぴ
小
口

S
o
o
m

と

名

づ

く

る

も

、.

の

使

用

人

を

以

℃

之

を

組

合

企

業

の

組

合

員

に

比

す

れ

ば

薬

問

大

な

る

総

延

な

告

に

非

ず

。

企
業
組
合
員
は
業
企
業
の
刺
潤
に
盗
加
す
る
と
共
に
尖
損
失
を
も
分
婚
し
、
該
企
業
の
成
否
に

一
溺
し
℃
完
全
の
責
任
を
有
す
る
も
、
利
潤
分
配
制
の
下
に
於
け
る
使
用
人
に
蛮
λ
y

℃

は

期

る

資

ム
髭
な
る
も
使
用
人
の
受
〈
る
利
潤
分
配
は 組

合

員

の

受

く

る

配

常

は

純

然

た

る

企

業

利

潤

の

配

一
一
磁
の
附
加
勢
銀
代
、
過
ぎ
ず
、
被
傭
般
労
働
者
た
る
の

一
倍
な
く
、
議
夫
九
包
分
携
す
る
乙
之
な
し
。

地
位
に
附
随
せ
る
の
収
入
h

仇
し
て
企
業
家
?
と
し
て
享
受
す
る
別
潤
に
非
没
る
な
L
9
6

mJ 
ち
;tIJ; 

…
間
分
院
制
度
は
新
な
る
一
一
磁
の
企
業
形
式
に
非
、
ず
し
℃
一
一
秘
の
労
録
制
皮
た

b
一
税
特
別
の

奨

励

金

制

民

た

る

な

b
o

然
λ
リ

ι雌
も
、
此
制
h

肢
は
佐
問
普
通
に
見
る
所
の
各
種
の
脱
党
閥
金
制

茂
郎
ち
勉
附
賞
奥
、
節
約
賞
典
等
の
制
皮
之
も
亦
全
く
性
質
b
z
m
践
に
せ

b
。

蓋

し

め

等

の

阪

商

奨
励
金
な
る
も
の
は
各
般
労
働
者
各
事
務
長
の
勤
勉
の
経
皮
、
原
料
、
補
助
材
料
等
、
の
節
約
又
は
球

具

、

総

械

の

取

扱

に

謝

す

る

注

意

の

程

度

等

各

人

の

勤

労

を

標

準

と

し

℃

各

人

そ

れ

ん

¥

に

給

山
県
せ
ら
れ
企
業
利
潤
の
多
J

少
如
何
は
英
直
接
の
採
準
た
ら
公
る
も
の
な
る
に
、
然
る
に
利
潤
分

配

の

制

度

に

在

b
て

は

各

人

の

勤

怠

と

間

接

の

関

係

を

有

す

る

の

み

な

る

企

業

利

潤

の

多

寡

を

庇

畿

の

総

準
3

乙
し
℃
復
た
各
人
の
勤
惰
の
み
を
様
添
と
せ
ず
、
又
奨
励
金
は
各
入
の
勤
惰
に

総

b
銚
刀
銭
文
抑
止
同
時
に
庇
援
に
支
給
せ
ら
る
〉
も
の
な
る
も
利
潤
分
配
金
は
倍
業
期
末
に

於

け

る

修

業

の

成

総

を

見

℃

然

る

綾

茶

有

無

及

び

多

寡

を

定

め

ら

る

〉

の

資

J

の
れ
ば
な

b
o

要
す
る
に
前
者
が
誕
支
給
の
標
準
を
各
人
の
効
持
一
の
庇
抜
の
給
m郊
に
取
る
に
反
し
て
、
後
お
は

共
勤
努
の
筒
抜
の
結
果
た
る
脱
営
業
利
潤
に
之
を
求
h
u

る

は

正

に

溺

者

の

性

質

を

判

然

分

割

す

円。vU 

る

の

事

賞

た

ら

ず

え

ば

め

ら

診

る

な

9
1

測

調

分

間

制

民

総

vk 

t
 

，
t
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新

の

如

〈

利

潤

分

配

に

基

づ

く

被

傭

者

の

牧

入

が

企

業

利

潤

の

多

感

と

底

践

に

関

聯

し

℃

相

‘
ノ
ス
ヲ
イ
ポ
ン
グ
、
兵

卒
行
す
る
わ
る
よ

b
腕

れ

ば

該

制

度

は

英

米

を

初

め

獄

除

諮

郊

に

往

々

行

は

れ

た

る

成

仲

銀

』

'''ν
。

制げの円白山件。出向。

HLogmw舎
)

別

満

分

間

制

度

論

一一づい山ハ

な

る

も

の

之

其

性

質

を

等

ょ

せ

る

の

妹

な

3
に
非
ず
。

属
仙
W

労

録

制

と

は

労

働

者

濁

企

業

家

間

の

契

約

に

依

b
常

該

企

業

の

生

産

物

の

市

僚

に

準

ヒ

℃

労

銀

率

を

昇
降
せ
し
ひ
る
の
制
度
に
し
℃
、
比
制
度
に
擦
れ
ば
生
産
物
の
市
債
騰
食
し
蛍
該
産
業
の
欣
鐙

一
般
に
増
加
す
る
時
は
労
銀
も
亦
騰
交
す
可
く
、
市
低
下
落
す
る
時
は
労
銀
亦
従
℃
減
少
す
可

〈
、
而
し
℃
生
産
物
市
僚
の
高
下
と
労
銀
の
程
度
と
の
割
合
は
労
働
契
約
の
一
俊
款
と
し
て
諜

め
総
定
せ
る
も
の
な

b
o
然
れ
ば
一
問
者
の
外
形
が
頗
る
相
類
似
せ
る
所
あ
る
は
公
ふ
お
も
な

ゐ
!

，、

く
、
従
て

一
部
の
準
者
が
応
仲
接
録
制

k
以
℃
利
潤
分
配
制
の

一
一
組
之
者
倣
せ
る
も
敢
℃
非
難

'
J
f
d司、

6
5
2
官民て戸、、

す
可
、
b
w
d
る
が
如
し
1

乙
雌
も
、
然
れ

E
も

属

伸

持

録

制

度

が

依

℃

以

℃

労

銀

級

決

定

の

標

準

之

せ
る
或
る
生
産
業
一
一
般
の
生
産
物
の
市
伎
の
大
小
は
必
ず
し
も
各
企
業
の
質
際
に
牧
ひ
る
利

生

産

費

は

各

企

業

家

の

熟

練

と

資

本

の

相

誌

に

従

ぴ

秘

々

潤
?
乙
籾
平
行
す
る
も
の
に
非
ず
。

相
港
せ
る
を
常
と
す
る
の
み
な
ら
ず
、
利
子
の
鎚
動
、
市
場
の
生
産
物
政
牧
力
の
増
減
、
好
景
気
利

蛍
議
ル
沈

産
業
生
産
物
の
市
俄
ト
乙
各
側
企
業
の
利
潤
と
の
割
合
は
決
し
℃
硲
然
〕
足
せ
る
も
の
に
非
w
d

果
し
℃
然
ら
ば
此
市
債
を
労
銀
の
標
準
・
と
せ
る
屈
伸
労
銀
制
と
利
潤
ど
英
標
準
と

せ

る

利

金

分

配

制

之

は

労

銀

算

定

の

根

本

た

る

標

準

を

異

に

す

る

も

の
1

三
百
よ
可
〈
、
従
℃
又

る
な
り
。

到
底
同
一
蹴
す
る
を
得
診
る
も
の
之
公
は
止
る
を
得
ず
。

其
他
、
世
間
に
は
本
来
の
別
納
分
配
制
反
主
将
似
℃
而
し
℃
非
な
る

一
都
の
附
加
勢
録
制
皮
わ

通

例

期

末

賞

典

金

又

は

践

に

賞

典

金

2.
総
す
る
も
の
は
し
℃
、
郎
ら
企
業
家
が
倍
業
の
成

績
良
好
な
る
期
末
比
際
し
、
企
業
利
潤
中
よ

h
任
意
的
に
英
一
部
分
を
削
き
℃
、
之
を
茶
使
用
人

ら問

に

分

配

す

る

も

の

是

な

h
。

一
部
分
を
制

qc
℃

之

を

被

俄

お

に

分

配

す

一
元
来
企
業
利
潤
の

る
乙
T

乙
な
れ
ば
性
質
上
金
く
一
一
樹
の
利
潤
分
配
比
外
な
ら
ず
と
雌
も
、
然
か
も
共
分
配
線
の
制

令
が
獄
然
契
約
的
に
一
定
芯
る
〉
乙
と
な
く
、
躍
に
企
業
家
の
任
意
に
依

b
℃
決
定
せ
i
b
れ
、
純

一
一
砲
の
喜
拾
た

b
好
怠
的
賠
耐
火
た
る
の
性
質
を
物
大
る
以
上
は
之
営
利
潤
袋
加
の
怠

味
に
於
け
る
所
調
利
潤
分
配
と
秘
す
る
を
得
、
ず
。
蓋
し
是
れ
一
秘
の
賊
典
に
し
℃
権
利
に
悲

づ
け
'
る
好
関
に
非
ず
、
一
一
胞
の
慈
善
行
殺
に
し
℃
補
者
の
関
係
を
伯
仲
す
る
の
制
度
に
非
没
れ
ば

な

b
。
欧
米
人
が
此
郡
賞
拠
金
を
秘
す
る
に
蹴
儀
、
vb
附
叉
は
獲
物
の
意
義
営
有
せ
る
の
異
口
々

刻
澗
分
潤
川
州
民
総

一一一七

一
然
た
る
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H
h
リ

又

は
Q
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8一W
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ouな
る
一
祉
阿
佐
用
ゆ
る
は
正
に
此
義
を
表
す
る
も
の
に
し
℃
、
我
凶
に
於
け
る

企

業

家

の

寅

行

せ

る

所

謂

利

潤

分

配

な

る

も

の

も

性

質

上

品

州

都

の

贈

奥

に

風

す

る

も

の

誌

だ

ロ
は
れ
、
此
磁
の
賞
典
金
に
し
℃
其
鳩
山
列
一
織
の
例
入
口
が
航
野
菜
成
績
の
良
否
如
何

A
-，、B
e

4
H
3
n
 

目

J
j
p

・

多

3
が
如
し
。

h
k

論
な
く
哉
は
り

一
定
せ
ら
れ
、
仮
た
企
業
家
の
任
意
に
収
拾
せ
ら
る

〉

乙

と

な

く

被

術

者

の

麟

利

と

し

て

賦

興

せ

ら

る

〉

時

は

其

賞

典

金

は

-mち
純

粋

の

利

潤

分

間

た

る

に

歪

る

な

A
Y
O

又

以

て

所

鵡

利

潤

分

配

制

皮

な

る

も

の

〉

一
般
の
性
質
を
窺
ょ
に
足
ら
ん
。

此

松

勢

録

制

皮

の

漸

く

怪

人

の

議

論

に

上

b
英
得
失
の
般
的
く
識
者
間
に
論
究
せ
ら
る

〉
に
.
昆

り
し
は
、
我
岡
に
在

b
℃
は
近
く
数
年
来
の
乙
と
に
溺
し
、
欧
米
に
在
ム
ヲ
℃
も
十
九
世
利
の
初
楽

以

後

に

mm
せ

b
t乙
雌
も
、
産
業
界
の

…
部
分
に
於
け
る
来
賓
締
法
彼
我
共
に
久
し
ろ
』
以
前
に
誕

協

を

殺

し

、

混

今

に

於

℃

も

英

資

施

せ

ら

る

〉

場

合

亦

甚

だ

少

な

か

ら

ぴ

る

の

放

ゐ

b
。

然
れ

ど

も

従

来

に

於

け

る

新

制

熔

用

の

方

商

は

各

同

共

に

甚

だ

威

か

ら

ず

、

被

傭

者

の

枇

合

的

地

位

が

企

業

家

の

地

位

之

等

し

く

、

企

業

内

に

於

け

る

被

傭

者

の

職

務

の

善

感

が

替

業

の

良

否

に

潤

し

直

後

の

関

係

を

有

す

る

場

合

に

限

b
多

く

趨

用

3
れ

た

る

も

の

〉
如
し
。

曾
枇
の
重
役
及

ぴ
支
配
人
に
細
別
す
る
利
鐙
配
給
、
商
家
の
高
級
使
用
人
代
謝
す
る
利
潤
分
配
の
如
訟
は
郎
ち
是

h

仇
し
て
、
又
美
術
的
手
工
業
者
が
某
使
役
せ
る
重
も
な
る
職
エ
に
別
潤
の

一

部

分

を

分

郎

ず

る

が

如

3
も

蛍

該

峨

工

の

技

巧

如

何

が

傍

業

の

良

否

、

代

大

関

係

ゐ

る

に

出

で

た

る

一
一
秘
の
利
潤

分
甑
な
台
。

斯

の

如

〈

被

傭

者

の

某

職

務

、

に

封

す

る

注

意

熱

心

と

企

業

利

潤

と

の

問

に

底

抜

の

関

係

あ

る

場

合

に

於

℃

、

共

被

館

者

を

利

潤

の

分

配

に

奉

加

せ

し

U
る

は

郎

ち

英

被

術

者

の

勤

労

の

鴻

に

生

b
た

る

庇

践

の

結

果

を

常

該

被

傭

者

の

掌

視

に

締

せ

し

ひ

る

も

の

と

云

ふ

可

{
、
総
務
上
郷
党
道
線
上
何
れ
の
紡
よ
λ

ソ

腕

る

も

後

五

の

蕗

泣

に

し

℃

世

間

俊

た

何

人

も

之

を

A

古
切
削
す
る
者
な
し
。

五

し

責

任

官

局

者

k
し

℃

業

責

任

に

伶

ふ

利

鐙

を

牧

め

し

h
u

る

所

締

自

家

支

任

の

主

義

は

現

経

済

組

織

の

根

本

的

原

則

に

外

な

ら

ず

、

従

℃

庇

践

に

企

業

家

の

責

任

事

務

を

分

掌

す

る

の

局

に

立

て

る

高

級

使

用

人

議

止

し

℃

刺

測

に

参

加

せ

し

り

る

は

経

済

組

織

然

れ
V
し
も
此
叩
利
潤
の
分
配
を
ば
執
行
持
働
を
事
・
と
す

の

原

則

に

合

す

る

の

観

あ

れ

ば

な

b
c

る

狭

義

の

所

論

労

働

者

一

般

に

及

ぽ

す

に

歪

b
て
は
指
弾
的
枇
労
働
の
局
に
ゆ
削
れ
る
高
級
使
用

何
?
乙
な
れ
ば

57 

入

に

謝

す

る

利

潤

分

配

?

乙

多

少

某

性

質

目

的

を

具

に

せ

る

の

戚

な

3
を
特
ず
。

一現
A
1
の

企

業

組

織

に

在

b
て
は
下
級
の
使
用
人
殊
に
枇
労
働
者
は
一
定
の
契
約
的
持
銀
に
制
到
し

て
英
勤
務
を
企
業
山
本
代
抑
制
ぐ
も
の
に
外
な
ら
ず
、
而
し
℃
此
勤
務
を
巧
に
使
用
す
る
と
.
否
と
は

利

潤

分

倒

制

限

愉

一一一九

4 



58 

利

潤

分

間

制

皮

総

会
く
企
業
家
の
資
任
に
し
て
、
英
結
果
の
良
感
、
従
℃
之
よ

b
生
、
ず
る
牧
議
の
多
少
は
労
働
者
の

関

知

す

る

所

に

非

公

れ

ば

な

b
。

三
三

O

然
る
に
蛍
今
一
一
燃
の
論
容
の
英
露
施
を
鼓
吹
す
る
利
潤
分

配
制
度
は
命
日
枇
重
役
共
他
高
級
の
指
揮
的
般
労
働
者
代
謝
す
る
利
潤
分
配
に
非
、
ず
し
℃
執
行
持

働

者

代

謝

す

る

利

金

分

配

を

主

眼

t
乙
し
、
英
理
由

bz
現
経
済
組
織
の
根
本
的
原
則
に
求
は
り
ず
し

℃
散
命
政
策
上
代
求
り
る
の
風
あ
り
。

而
し
℃
経
済
問
中
上
是
非
得
失
の
議
論
の
存
ず
る
一
助
熔

た

又

寄

人

の

比

に

特

に

論

究

せ

ん

と

す

る

所

も

亦

此

労

働

者

に

劃

す

る

利

潤

分

配

に

外

な

ら

是
に
於
℃
わ
五
日
人
は
先
づ
第
一
に
企
業
の
盛
衰
柴
枯
に
釣
す
る
何
等
の
直
接
交
任

、
ず
之
す
。

な
b
d

労

働

者

輩

を

し

℃

其

責

任

の

報

酬

た

る

企

業

利

潤

代

参

加

せ

し

ゅ

ん

と

す

る

此

新

利

潤

分

配

制

度

の

目

的

及

び

職

分

如

何

を

問

は

診

る

を

得

な

る

な

λ

リ。

目寸

ιプ
炉
冶

円口

然
か
も
此
制
度
の
目
的
及
び
職
分
は
一
一
…
一
一
日
以
℃
之
を
蔽
ふ
を
得
一
月
し
。

-~恥

時一・、

的

日

〈

企

業

組

織

に

基

づ

く

現

労

録

制

度

の

快

鮎

を

補

ぴ

企

業

家

と

労

働

者

の

利

益

調

和

を

計

る

は

英

目

的

に

し

℃

比
目
的
を
呆
た
ず
は
郎
ち
共
職
一
分
な

b
と。

抑

も

現

図

民

総

務

の

組

織

に

挨

れ

ば

他

人

の

勢

力

又

は

資

本

を

使

用

す

る

企

業

家

は

お

銭

供

者

に

封

し

℃

毎

次

英

提

供

せ

る

捗

カ

又

は

資

本

よ

A
Y

生

ぜ

る

生

産

物

の

債

依

主

文

抑

ふ

乙

tι

を
潟

3
ず
、
共
俄
佑
如
何
の
決
定
す
る
を
待
つ
乙
と
な
く
し
℃
諌
め
一
定
せ
る
文
挑
額
右
足
ゆ

新

の

如

く

労

働

者

に

潤

し

℃

殊
比
政
刀
働
者
に
濁
し
て
は
其
橡
定
額
を
前
搬
す
る
を
常
と
す
。

業
生
産
物
の
償
値
如
何
を
問
、
ム
乙
之
な
く
先
づ
労
働
の
賠
償
を
奥
ふ
る
所
以
の
も
の
は
他
な

生

産

の

各

要

素

が

生

産

物

の

値

偵

の

産

自

に

交

織

せ

る

割

合

を

審

脊

し

℃

各

要

素

に

会

'レ。卒
に
其
債
依
s
b
L

分
配
す
る
の
標
準
・
を
一
定
す
る
は
技
術
上
般
に
不
可
能
事
た
る
を
見
れ
診
る

の
み
な
ら
、
ず
、
縦
令
理
論
上
或
は
船
標
準
・
を
定
め
符
可
し
之
す
る
も
、
各
場
合
に
就
℃
一
々
之
を

賀
行
す
る
が
如
き
は
寅
際
上
繁
雑
行
ふ
可
、
b
w
d
る

も

の

わ

れ

ば

な

b
o

加
之
、
経
済
上
よ

b
腕

る
も
持
働
者
に
封
ず
る
現
時
の
賠
償
法
は
亦
頗
る
至
蛍
な
る
理
由
の
符
せ
た
~
る
に
非
ず
。

元
来
企
業
の
牧
金
一
な
る
も
の
は
現
今
に
於
℃
は
侍
替
業
期
末
に
及
び
貸 試

に
之
を
設
が
ん
か
。

備
制
別
照
表
b
t
調
制
し
て
初
て
之
を
確
認
し
符
可
き
も
の
に
腐
し
、
英
多
お
常
に

一
定
せ
ず
、
各
期

の
間
甚
だ
し
き
綾
勤
あ
る
と
共
に
時
『
乙
し
℃
は
負
数
の
結
果
郎
ち
損
失
を
示
す
乙
と
あ

b
o

ゑ
れ
需
要
『
乙
供
給
の
機
衡
不
様
衡
よ

b
生

ず

る

も

の

に

し

て

某

原

悶

を

求

む

れ

ば

時

と

場

介

59 

に
従
ぴ
秘
々
あ
る
可
し
と
雄
も
、
兎
に
角
、
企
業
家
は
此
等
の
路
闘
を
精
査
し
℃
時
々
の
需
要
之

利

潤

分

間

関

皮

秘

み民.. 
、胸骨_... 
.許... 

一守-‘・F時 .. 
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供
給
と
れ
包
説
会
せ
し
h
u

る
の
舵
命
日
的
責
任
を
有
し
、
若
し
需
給
の
関
係
英
機
衡
を
犬
す
れ
ば
業

責

務

之

し

℃

獅

b
某

損

失

を

負

携

す

る

と

共

に

、

能

く

需

要

に

趨

臆

す

る

の

生

産

を

潟

せ

ば

業

報
酬
と
し
℃
利
州
仰
を
t

獲

得

す

る

も

の

な

b
。

郎

ち

企

業

利

潤

は

企

業

家

、

が

現

存

の

生

産

要

素

を
料
合
指
混
じ
℃
一
般
曾
の
需
要
に
趨
肱
せ
し
め
た
る
に
謝
す
る
枇
命
日
の
報
酬
に
し
℃
企
業
の

損

失

は

応

職

務

の

議

行

を

泌

て

る

に

舟

す

る

泊

料

な

A
Y
O

然
る
に
持
働
者
に
歪
ム
ジ
℃
は
斯
る

験
抗
げ
な

3
1乙
A
A

〈
に
又
斯
る
資
任
乞
有
せ
ず
、
縦
令
企
業
家
は
損
失
を
譲
る
も
之
が
殺
に
企
業
家

到
し
帆
労
働
者
の
解
雇
又
は
持
銀
の
引
下
行
は
る
〉
に
至
る
お
は
・
段
、
接
関
挟
共
に
何
等
の
負
携

を

負

ム

乙

之

な

し

。

蓋

し

労

働

者

は

、

企

業

経

楼

上

に

於

け

る

莱

能

力

よ
A
Y

一
お
ふ
も
、
滞
允
又
英

勤

務

の

性

質

よ

b
凱

る

も

)

一

般

に

企

業

利

潤

の

有

無

井

に

多

少

を

左

右

し

符

可

訟

も

の

に

非

々‘.'‘♂一 司 守志忌、 、砂‘. 
‘}  

..サ
、、、:'
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な
れ
ば
な
り
。

ruth-r 

勿

論

労

働

者

の

勤

忠

之

其

勤

務

の

粉

粗

と

は

誕

生

産

物

の

良

管

弁

に

多

諒

の

源

問
1

乙
縛
る
可
く
、
従
℃
又
企
業
利
潤
の
多
寡
の
原
悶
'
乙
潟
ら
な
る
に
赤
、
ず
と
蛾
も
、
然
れ
V
ら
も

帥
労
働
者
の
能
力
相
蛍
の
労
銀
擦
を
定
め
、
泊
設
な
る
労
銀
給
興
件
以
を
設
砂
、
趨
瞥
な
る
務
働
者
を

選
都
底
抗
W
L、
相
官
に
誕
操
業
を
監
督
し

.1
、
各
紙
労
働
者
そ
し
℃
正
常
の
勤
務
を
来
た

3
し

む

る

は
企
業
家
の
職
れ
げ
な

b
企
業
家
法
制
し
此
峨
分
を
怠
A
Y

℃
或
は
不
趨
設
又
は
怠
惰
な
る
倣
労
働
渚

を
備
ぴ
若
し
く
は
労
ー
働
者
を
し
℃
怠
慢
粗
放
に
流
れ
し
め
、
企
業
の
利
潤
鵠
'
K
減

少

す

る

乙

土

み

ら

ば

是

れ

持

働

者

の

罪

に

非

ず

し

℃

企

業

家

の

罪

な

b
。

換

言

す

れ

ば

労

働

者

の

勤

筒

井

に

認

作

業

の

精

粗

は

般

労

働

者

の

資

任

に

非

ず

し

℃

企

業

家

の

責

任

た

る

な

b
o

然

れ

ば

労

働

、
一
戸
者
は
菜
作
業
の
勤
惰
巧
拙
に
に
態

b
て

相

信

の

報

酬

を

企

業

家

に

要

求

す

る

の

機

利

わ

る

と

共
に
、
企
業
不
成
総
に
蹄
し
損
失
を
醸
せ
る
場
合
に
も
、
持
も
身
自
ら
其
義
務
を
来
た
し
允
る
以

上

敢

℃

其

損

失

に

潤

し

℃

資

任

な

し

と

主

張

し

得

る

な

b
。

依
悲
観
之
、
企
業
家
が
契
約
に
依

b
枇
労
銀
蕊
・
を
総
定
し
℃
利
潤
の
有
無
如
何
に
拘
ら
ず
之
を
労
働
者
に
文
郷
ふ
の
現
制
度
は
正

に
議
常
の
制
度
之
一
訟
は
診
る
を
得
、
ず
。

現
A
1
の

持

銀

制

度

は

斯

の

如

く

賞

際

上

必

要

止

h
u

を
得
、
d

る

も

の

に

し

℃

又

説

経

隣

組

織

上

賞
然
の
制
度
た
る
の
み
な
ら
ず
、
更
に
一
，
方
よ

b
観
れ
ば
、
労
働
者
の
所
得
を
平
安
不
動
な
ら
し

め
、
労
働
者
の
経
済
的
地
位
よ

hJ
伽
似
て
接
大
の
悶
難
た
る
某
所
得
の
勤
務
を
見
れ
し

U
る

の

利

益
あ

b
。
共
所
得
に
し
て
毎
期
著
し
く
竣
化
す
る
乙
と
ゐ
ら
ん
か
、
一
冗
恭
一
般
に
資
産
少
な
お
d

労
働
者
た
る
者
は
縦
令
如
何
な
る
節
約
を
試
ひ
る
と
も
、
英
家
計
を
規
則
正
し
く
盤
序
し
℃
一
小

61 

一
献
な
る
生
活
を
傍

U
h
z
得
、
り
る
や
必
せ

b
o
峨
労
働
者
の
所
持
を
し
℃
企
業
家
の
利
潤
之
等
し

利

潤

分

間

制

度

論

_，‘ _J， 
'-占
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別

総

分

郎

制

度

総

一一一一回目

く
不
規
則
不
確
定
な
る
も
の
た
ら
し
め
ん
か
、
労
働
者
は
失
職
の
危
険
之
共
に
所
得
不
安
定
の

危
険
に
も
際
総
せ
ら
る
、
を
弛
れ
ず
。

労
銀
総
定
の
利
益
以
℃
捻
知
す
可
告
一
な

b
。

誌
は
れ
、
現
政
労
銀
制
度
に
は
斯
る
特
長
わ
る
之
共
に
叉
英
一
方
に
は
否
定
す
可
ら
w
d

る
紋
動
内

之
に
附
制
仰
せ
る
も
の
な
き
に
非
ず
。

労

働

者

)

皮

英

勤

務

に

到

し

℃

労

銀

を

受

く

れ

ば

部

九

該

勤

務

の

結

果
t
乙
全
然
関
係
な
き
に
至
る
の

一

事

は

阪

に

労

働

者

を

し

て

業

関

係

企

業

の

柴

枯
盛
衰
に
冷
淡
な
ら
し
め
、
薬
企
業
の
繁
築
を
思
は
診
る
に
歪
ら
し
ひ
る
の
弊
を
免
れ
診
る
次

第
な
る
に
、
然
る
に
、
弊
容
は
菅
に
之
に
止
ま
ら
す
。

紙
切
銀
之
企
業
別
潤
と
の
関
係
は
籾
瓦
反
潤

の
賢
を
存
と
、
互
に

一

方

を

減

殺

し

℃

他

を

噌

如

し

得

る

の

紋

態

に

在

る

の

事

貨

は

企

業

家

tc

労
働
者
、
之
を
し
℃
経
済
的
利
害
上
全
然
相
反
せ
る
の
地
位
に
立
た
し
む
る
も
の
あ

b
o

此
利

議
関
係
上
の
反
目
は
一
一
般
に
企
業
家
之
軌
労
働
者
の
問
に
存
ず
る
財
産
上
弁
に
数
育
上
の
懸
隔

ロ
ハ
応
に
於
℃
か

と

相

侠

ち

て

雨

者

の

問

を

更

に

甚

だ

し

く

隔

離

せ

し

め

診

る

を

得

、
d

る
な
A
Y
。

一
労
働
者
は
可
及
的
英
労
働
P

時

間

を

短

縮

し

℃

可

及

的

多

大

の

労

銀

を

符

F
A

乙

之

を

誌

久

趨

常

の
場
合
に
は
同
盟
路
工
の
手
段
を
も
僻
せ
ず
し
℃
英
要
求
を
貫
徹
せ
ん
乙
之
を
期
す
る
も
、
英

企

業

の

後

展

麟

採

に

就

℃

は

殆

ど

会

〈

怠

を

Mm
以

wu
る

に

至

る

わ
λ
y
e

企
業
中
部
も
亦
一
般
の

主重一

.斗主主

不
思
爪
気
に
際
し
℃
労
銀
を
引
下
げ
ん
と
す
れ
ば
労
働
者
の
反
抗
を
弟
れ
ず
、
止

U
を
得
、
ず
し
℃

此

等

の

双

方

の

議

カ

殊

に

労

働

傍

件

を

工

場

閉

鎖

の

窮

策

を

も

僻

す

る

能

は

wu
る
に
至
る
。

改
良
せ
ん
よ
〕
す
る
枇
労
働
者
の
遊
カ
は
原
則
上
敢
℃
否
認
す
可
、

b
y
る

も

の

あ

b
と
雌
も
、
此
一
則

容
の
反
日
守
闘
は
資
比
一
枇
命
日
上
の

一
大
危
険
た
る
の
み
な
ら
ず
、
経
済
上
亦
多
大
の
損
失
た
ら

是
れ
貨
に
現
数
銀
制
度
の
一
大
銚
紡
な
る
上
に
廷
に
該
制
皮
は
又
般
労
働
者
の

勤

務

が

直

接

に

蛍

該

企

業

の

成

総

に

大

影

響

を

及

ぼ

す

が

如

3
例

外

的

の

場

令

に

溺

し

℃

設

五
一
な
る
を
得
な
る
の
峨
わ

b
o

加
之
、
持
働
者
の
所
得
の
)
般
に
寡
少
な
る
に
比
し
企
業
家
が

英
政
労
働
を
利
用
し
℃
符
る
所
の
牧
盆
の
時
に
往
々
非
常
の
巨
額
に
迭
す
る
を
見
れ
ば
、
砂
川
働
岩

は

総

令

英

直

接

の

武

任

者

に

非

怠

る

に

せ

よ

、

兎

に

角

自

ら

直

接

に

其

生

産

執

釘

の

傍

を

執

れ

診
る
を
符
ず
。

る
の
身
と
し
て
英
牧
盆
の
幾
分
を
助
成
し
た
る
の
戚
乞
起
し
、
自
ら
得
る
所
の
少
な
く
し
て
企縦

業

家

の

潟

に

某

分

を

奪

は

れ

た

る

の

情

乞

抱

く

も

人

情

止

む

を

得

診

る

の

数

な

る

可

し

。

A

ザ
糊
出
論
上
不
正
嘗
の
域
的
加
な

b
f乙
す

る

も

此

戚

情

の

潟

に

其

労

働

者

の

持

働

に

滋

す

る

熱

必

減

殺

せ

ら

れ

労

働

能

力

の

退

歩

を

致

す

可

b
J
L

は
見
る
可
、
b
w
o
る
な

b
o
総

設

の

方

法

に

依

A
Y

63 

枇
労
働
者
を
し
℃
勤
勉
事
に
蛍
ら
し
な
る
は
傍
銀
制
度
の
一
要
件
な
ら
J
1
乙
せ
ば
此
勤
勉
を
溜
止

別

潤

分

削

制

波

蹴
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利

潤

分

問

制

度

論

す
る
の
傾
わ
る
現
労
銀
制
皮
は
此
榔
却
に
於
℃
も
亦
快
姑
を
有
す
る
も
の
と
一
訴
は
診
る
を
得
w
d

一一ユムハ

る
な
E
9
0

要

す

る

に

現

今

の

労

銀

協

皮

は

実

際

上

必

要

に

し

℃

且

つ

妥

蛍

な

る

制

度

た

b
、
然
が
も
向
ほ

幾
多
の
俄
給
わ
る
を
捻
れ
ず
。
日
起
に
於
℃
か
比
現
制
度
の
根
本
を
稜
へ
す
之
な
〈
し
℃
共
飲

鮎
を
補
正
し
、
労
働
者
と
企
業
家
の
利
金
を
‘
調
和
し
℃
.
平
和
な
る
生
産
の
進
歩
を
謀
A
P
、
依
℃
以

℃
設
要
な
る

一
仰
の
枇
合
政
策
上
の
峨
礼
げ
を
果
た

3
A
I乙
す
る
は
印
ら
此
利
潤
分
配
制
民
の

目
的
な

b
本
飯
な

b
f乙
す
。

熱
心
な
る
溺
制
の
主
張
者
に
し
℃
且
つ
駕
行
者
た
る
猟
滋
寸
品
ナ
L

取
の
よ

y
p工
場

管

理

人
f
y
y
y

ス
ト
、
ア
ッ
三
教
授
嘗
℃
新
制
の
主
芯
を
議
べ
℃
臼
〈
、
最
筑

勃

興

し

傍

業

紋

態

佳

良
1
乙
潟
れ
る
に
伶
ム
一
見
明
般
の
利
銭
乞
枕
労
働
者
に
分
配
せ
診
る
は
版

る
不
穏
蛍
の
乙
之
に
し
て
叉
)
一
般
に
不
穏
常
の
廃
怪
t
乙
し
戚
ぜ
ら
れ
る
〉
を
殆
れ

wo
る
の
み

な
ら
ず
、
設
気
回
叩
怒
し
地
能
な
る
労
働
者
に
潤
す
る
企
業
家
の
需
要
一
般
に
増
加
せ
る
際
に
於

℃
は
新
る
廃
置
は
企
業
家
を
じ
℃
恰
も
最
良
の
労
働
潜
を
要
す
る
よ
司
最
も
切
な
る
時
機
代
於

℃

茶

善

良

な

る

労

働

者

を

失

ふ

の

危

険

に

逃

濁

せ

し

h
u

る
も
の
な
舎
を
符
ず
。

一
郎
し
℃
叉
好

景
気
の
後
に
通
例
見
る
〉
を
得
句
。
る
不
景
気
の
襲
来
持
民
共
永
総
代
際
し
℃
は
各
企
業
は
お

き
労
銀
を
文
梯
ふ
の
~
負
強
に
背
し
め
ら
る
可
し
。
澄
し
期
る
場
合
の
労
銀
は
替
業
成
態
普
通

の
時
を
標
準
・
1

乙
せ
ず
兆
最
も
良
好
な
る
欣
態
に
準
と
て
之
を
一
定
め
た
る
も
の
な
る
の
川
市
な
れ

果

じ

℃

然

ら

ば

茶

恭

礎

則

る

車

問

な

る

企

業

と

雌

も

容

易

に

倒

産

の

不

幸

に

陥

る

然
が
も
労
銀
の
引
下
は
容
易
に
之
ど
行
ム
ど
得
、
ず
又

支

Z
Aリ
。

‘』U
d

d

，

を
免
れ
診
る
可
じ
。

一
般
に
嫌
忌
せ
ら

る
〉
も
の
な
A
y
f
乙
せ
ば
比
等
の
弊
害
ど
免
る

〉
の
捻
は
喰
二
ゐ
る
の
み
。

他
な
し
、
労
働
者
の

資

際

の

所

得

を

二

部

分

に

分

割

す

る

乙
之
郎
ち
ゑ
な
λ

ソ。

主主

-
部
は
卸
ち
所
溺
労
銀
又
は
給

金

に

し

て

改

更

す

る

之

な

く

徳

業

の

良

否

代

関

係

す

る

之

な

お
d

も
の
と
し
、
共
級
は
蛍
該
企
業

の

普

通

卒

均

の

経

済

的

保

件

に

従

℃

之

を

定

h
u

一
円
く
、
而
し
℃
爾
鈴
の

一
部
は
郎
ち
比
磁
定
労

m

叩
ゅ
の
一
依
て
以
℃
様
準
1

乙

せ

る

修

業

成

績

以

上

に

共

成

績

の

佳

良

な

る

場

合

に

趨

隠

せ

ん
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